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昭
和
二
三
年
七
月
、
連
合
国
占
領
下
の
日
本
で
、
世
界
に
例
を

見
な
い
強
力
な
予
防
接
種
法
が
施
行
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
京
都

府
、
島
根
県
に
お
い
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
後
に
ジ
フ
テ
リ

ァ
ト
キ
シ
ン
に
よ
る
症
状
を
発
症
し
て
死
亡
者
計
八
三
名
を
数
え

た
事
故
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
故
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
ト
キ
ソ
イ
ド
に
原
因
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
ホ
ル
マ
リ
ン
に
よ
る
無
毒
化
が
さ
れ
て
い
な
い

製
品
に
無
毒
化
後
の
製
品
と
同
じ
ロ
ッ
ト
番
号
が
付
け
ら
れ
検
定

を
終
了
し
た
と
さ
れ
る
。
当
該
ト
キ
ソ
イ
ド
の
使
用
中
止
、
ジ
フ

テ
リ
ア
予
防
接
種
の
中
止
に
引
き
続
き
全
予
防
接
種
は
同
年
十
二

月
総
司
令
部
公
衆
衛
生
局
（
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
に
よ
り
無
期
限
停
止
と
さ

れ
、
日
本
製
の
注
射
用
の
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
血
清
が
全
て
回
収
、
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京
都
・
島
根
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
禍
に

つ
い
て
の
京
都
府
記
録
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書

渡
部
幹
夫

再
検
査
さ
れ
た
。
全
国
四
一
カ
所
の
生
物
学
的
製
剤
製
造
所
の
査

察
後
、
昭
和
二
四
年
四
月
優
良
十
社
の
み
に
製
造
許
可
が
与
え
ら

れ
た
。
予
防
接
種
の
再
開
は
昭
和
二
四
年
二
月
で
あ
る
。

本
事
故
に
つ
い
て
、
当
時
の
全
国
紙
の
報
道
は
乏
し
く
、
国
民

の
関
心
は
低
か
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
厚
生
行
政
の

通
史
の
中
に
も
記
載
が
少
な
い
。
し
か
し
京
都
府
は
昭
和
二
五
年

三
月
に
「
京
都
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
禍
記
録
」
を
発
刊
し
て
お

り
⑦
国
Ｃ
お
○
シ
も
文
書
に
も
目
９
号
閏
両
弓
Ｃ
ｘ
Ｏ
己
月
日
目
二
目
‐

国
胃
さ
己
己
ｇ
号
具
ｌ
沢
冒
ｇ
が
存
在
す
る
。
本
事
故
に
つ
い
て
、

被
害
者
へ
の
医
療
と
、
京
都
府
と
政
府
の
対
応
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
考
え

方
を
検
証
し
た
。

京
都
府
に
お
い
て
、
十
一
月
四
日
、
五
日
に
接
種
を
受
け
た
者

に
局
所
の
発
赤
、
腫
脹
、
瘤
痛
、
全
身
発
熱
等
を
訴
え
十
一
月
八

日
保
健
所
を
受
診
し
た
者
が
多
数
あ
っ
た
。
同
一
の
検
定
番
号
の

ト
キ
ソ
イ
ド
接
種
者
に
限
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
回
収
と
検
査
を
行

い
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
中
止
し
た
。
十
一
月
十
四
日
に
は

犠
牲
の
死
亡
者
が
あ
り
、
各
種
の
治
療
に
も
拘
ら
ず
、
同
一
ロ
ッ

ト
番
号
の
被
接
種
者
七
六
四
二
人
中
六
○
六
人
が
ジ
フ
テ
リ
ア
毒

素
に
よ
る
中
毒
と
認
定
さ
れ
六
八
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
他
に
い
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わ
ゆ
る
通
常
の
副
作
用
と
認
定
さ
れ
た
も
の
が
三
二
九
名
あ
っ

た
。
製
造
者
お
よ
び
検
定
者
が
起
訴
さ
れ
製
造
者
は
有
罪
判
決
を

受
け
て
い
る
。

こ
の
事
故
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
言
の
中
の
二
つ
の
文
書
を
紹
介

す
る
。
一
つ
は
、
十
二
月
六
日
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
供
給
課
長
に
よ
る

○
○
口
貯
尉
①
邑
○
①
○
【
胃
邑
の
己
①
○
斤
○
時
の
○
閉
園
ぢ
ぢ
唱
○
巴
弔
Ｈ
①
己
四
【
国
威
○
口
ｍ

で
あ
る
。
こ
の
文
書
で
は
日
本
の
予
防
接
種
法
が
世
界
で
最
も
良

い
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
製
造
し
た
劣
悪
な
質

の
悪
い
製
品
に
よ
り
子
供
の
死
亡
事
故
が
お
こ
っ
た
こ
と
を
遺
憾

と
し
て
、
日
本
の
不
名
誉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

故
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
予
防
接
種
に
伴
う
事
故
が
つ

づ
け
ば
国
民
は
予
防
接
種
法
の
廃
止
を
求
め
て
く
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
危
愼
す
る
内
容
で
あ
り
、
日
本
当
局
に
解
決
策
を
求
め
て

い
る
。
も
う
一
つ
は
一
九
四
九
年
二
月
十
日
の
弓
馬
ロ
ヨ
ｇ
】
ｇ

の
匡
蔀
閏
①
刷
坤
○
日
シ
ョ
ー
‐
島
己
面
昏
四
国
冒
希
ｇ
ざ
ロ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
予

防
接
種
禍
被
害
者
同
盟
）
議
長
に
よ
る
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
サ
ム
ス
局
長
の

京
都
の
病
院
視
察
を
感
謝
す
る
手
紙
と
声
明
文
で
あ
る
。
声
明
文

は
日
本
の
医
薬
品
の
劣
悪
な
こ
と
、
医
師
が
副
反
応
を
患
者
の
せ

い
に
す
る
こ
と
、
製
造
販
売
者
が
利
益
第
一
主
義
で
あ
る
こ
と
、

国
家
の
賠
償
が
不
充
分
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
時
に
内
閣
が

こ
れ
ら
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ
と
を
強
調
し

て
、
予
防
接
種
法
を
遵
守
し
た
者
に
起
こ
っ
た
事
故
に
対
す
る
保

障
が
充
分
で
な
い
こ
と
は
、
法
治
国
家
と
し
て
の
基
盤
を
危
う
く

す
る
と
し
て
い
る
。
国
家
が
衛
生
、
製
薬
、
臨
床
科
学
を
発
展
さ

せ
る
の
で
あ
れ
ば
被
害
者
は
日
本
を
よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
犠

牲
者
と
し
て
あ
き
ら
め
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
国
家
と
戦
う
決
意

が
あ
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
強
く
、
日
本
政
府
に
働
き
か
け
て
欲
し
い

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
被
害
者
に
は
そ
の
後
、
注
射
禍
弔
慰
金
ま

た
は
被
害
者
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
最
も
強
力
な
予
防
接
種
法
に
対
す
る
問
題
意
識
は
当
時

の
資
料
に
は
な
い
。
医
学
界
の
反
応
も
予
防
接
種
に
伴
う
問
題
の

本
質
に
迫
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
予
防
医
学
の
歩
み
の

中
で
京
都
・
島
根
の
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
禍
は
大
き
な
事
件
で

あ
る
が
、
そ
の
史
的
検
討
が
乏
し
い
と
考
え
報
告
す
る
。

（
順
天
堂
医
療
短
期
大
学
）


